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 大江氏初期の作品の１。芥川賞受賞作『飼育』とほぼ同時期の作品で、戦争末期

の四国の山奥らしい舞台設定。両者は姉妹編というべきか。 

 なかなか読み応えのある作品との声が多かったが、主題は何かで議論となった。 

明るい出口が見つからないストーリーで、途中で嫌にになったとの声も。 

 作者青年期の瑞々しい文章と激賞するひと、関係代名詞的アンコの多い、主語述

語間の間延びした文章というひと、関係ない文脈に性描写を多用しすぎというひと、 

ノーベル賞作家もチクチクやられました。 


